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石丸哲也 稲木紀幸 今村清隆 上原　圭 太田啓明 柴崎　晋 辻仲眞康
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　昨今，「外科医不足」「〇億円の赤字」「病院存続の危機」といった見出しが新聞やメディアを賑わせて
おり，外科医療を取り巻く環境は決して楽観できるものではありません．そのような状況の中，今回の診
療報酬改定では「内視鏡手術用支援機器加算」や「外科医療確保特別加算」などが新設され，外科医療に
とって前向きな要素も示されました．制度設計や実現に向けてご尽力いただいた先生方ならびに関係者の
皆様に，この場を借りて厚く御礼申し上げます．今後ロボット支援手術の普及がさらに進むことが予想さ
れる一方で，従来の腹腔鏡手術や胸腔鏡手術のニーズも依然として高く，これらの手術に関する知識や工
夫，経験を共有する場として，本誌の果たす役割は今後も大きいものと考えられます．
　さて，今号には総説 1編，原著 1編，手術手技 1編，症例報告 8編の計 11編が掲載されています．渡
邊祐介先生による総説「電気メスの原理に基づくロボット支援手術における実践」では，これまで経験や
感覚で語られることの多かったバイポーラーの使用について，その原理と具体的な使用方法が分かりやす
く解説されています．このように手術の知識や技術を「視覚化」あるいは「言語化」して共有する試みは，
手術手技の向上に大きく寄与するものと考えられ，ぜひ多くの先生方にご一読いただきたい内容です．
　原著論文では，非観血的整復後に根治術を行った閉鎖孔ヘルニア嵌頓症例の検討が，手術手技では，結
腸膀胱瘻に対して蛍光ナビゲーションを用いた腹腔鏡手術の経験がそれぞれ紹介されています．症例報告
では，消化管疾患 2例，胆囊疾患 3例，婦人科疾患 2例，ヘルニア疾患 1例と，幅広い疾患を対象とした
症例が掲載されています．本号が，皆様の手術手技や臨床経験をさらに発展させる一助となれば幸いです．
　ご多忙の中で貴重な経験をまとめ，ご執筆いただいた著者の先生方のご尽力に心より敬意を表します．
残念ながら不採用となった論文であっても，その後別誌で掲載されているのを拝見することがあります．
その際，本誌での査読コメントが反映されていると感じられることもあり，編集・査読に携わる者として
大変嬉しく思います．ご自身の経験を世の中に共有する貴重な機会として，今後も多くのご投稿をお待ち
しております．最後に，編集委員より本欄をご覧の皆様へお願いです．本学会ならびに本誌では，「鏡視
下手術」という用語は使用しない方針としております．正式な用語としては，「内視鏡外科手術」「腹腔鏡
手術」「胸腔鏡手術」などをご使用いただきますようお願いいたします．皆様のご理解とご協力をお願い
申し上げます．

（柴崎　晋）
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